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著者 RaymondFirthは1901年ニュージラ

ンド生まれ,イギ リス社会人類学界の指導者

である｡ この書物は Tikopiaに関する社会

構造,経済,宗教の 3部作1)を出版 した後で

行なわれたマラヤの漁村調査の成果であって,

1946年に初版が出版された｡Tikopiaに関す

る著作が戦後の再調査によって改訂2) された

ように,マラヤの漁民経済の本書も1966年に

改訂版が上梓された｡彼は経済人類学に関し

て, マオ リ族 を 扱ったもの3)の外に, 二 つ

の論文集4)の編者でもある｡ 従って 本 書 を

Firth の学問的体系より論究するか,または

広 く経済人類学における位置付けという観点

1)We,TheTikoPia,London,1936;Primitive
PolynesianEconomy,London,1939;The
WorkoftheGodsinTikopia,London,1940.
2)各々の第2版の出版年は1957,1965,1967年であ
る｡加えて SoctaZChangeinTikoPia,Lon-
don,1959;HistoryandTraditionsofTik-
oPia,London,1961;TikoPia Ritualand
Belief,1967が出版されている｡
3)Primitl'ueEconoml'csoftheNew Zealand
Maori,1929(2nded.asEconomicsofthe
NewZealandMaori,1959)
4)a Firth& B.S.Yamey (eds.),Capital,
SazJing andCreditinPeasantSocieties,
London,1964;R.Firth (ed.),Themesin
EconomicAnthropology,London,1967.そ
の他に人類学一般を扱ったものとして Human
TyPes,London,1938;Elementsof Social
0rganization,London,1951,論文集Essays
onSocialOrganizationandValues,London,
1964があり,ManandCulture-aneL,alua-
tionoftheworkofBrom'szaw MaZinouJskt,
London,1957の編者でもある｡近代社会の親
族組織の研究としてTwoStudiesofKz'nshiP
l'nLondon,1956を編している｡

からも見ることができる｡しかし,本稿ではこ

の書物をマレー人村落社会研究に対する歴史

的実証的な寄与とみなして,その内香の紹介

および調査方法などについての考察をしたい｡

人類学の本蝕は,Firth もたびたび述べて

いるように,村落に入ってそこに定着し,研

究対象とできる限り (最大限の)接触を保つ

ことにある｡こうしてデータを集めるために,

W.H.R.Riversの系譜法をはじめ種々の現地

調査の技術が生みだされ改良されてきた｡し

かし,それでも人類学的現地調査は欠点を持

っていると言われる｡5) 第 1の点は選ばれた

｢代表｣が全体をよく表現 しているかどうか

ということであるo調査そのものが時間的 ･

空間的に限定されているにもかかわらず,時

間的 ･空間的に特定なものを普遍的なものと

取 り易い｡ この点に関しては Firthは 村落

内のレベルでは,できるだけ多 くのサンプル

を数量的 ･体系的に集めることによって単な

る推測による説明を排除する｡そして体系的

に集めたデータを下から積み上げてゆくこと

によって,全体的な推計を行なう｡したがっ

て村落 レベルから州あるいは地域全体のこと

を述べるのも,このような具体的な数字に裏

打ちされた比較的確実なものとみなされる｡

さらに定着した村落がマレー人漁村としてど

れだけ典型的なものであるかを知るために,

東海岸における漁村を広 く見て回っている｡

このことは後にもう一度触れるであろう｡

5)MalayFishermen,1966,pp.351-52;Prim-
itivePolynesianEconomy,1965,p.4.
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第 2の欠点とFirthが言うのは,心理学的

な側面であって,調査者が観察 とかインタビ

ューの際によりどころとする体系的な方法が

確立されていないことである｡個人の性向,

その人が取る理論的枠組,あるいは種々の選

択そのものにまで偏見の問題が入って くる｡

理論的には自分の立場(偏見)を明確に認識す

ることによって, これを避け得るのではない

かと筆者は考える｡しかし,実際に村落で直

接人々と接触交渉する時には,調査者そのも

のの存在がすでに人々にとって disturbance

であるという-ンデイキャップを背負わされ

ているので,簡単には解決がつかない｡Firth

の場合,支配者側からの人類学者 として,い

っそうの困難を増 したであろうことが想像さ

れる.Firth のフィール ド･ノー トから引用

されている会話の中で,マレー人が3度ほど

Firthを "tuan"と呼びかけている所がある｡

もちろん Firthの人格 ･人柄に対する敬意で

はあろうと思うが｡

もう一つ人類学的な研究では ｢全体性｣と

いうことが言われるが,Firth は言及してい

ない｡例えば,有名な B.Malinowskiの トロ

ブリアンド島の研究のような,生活の全領域

を包括的に理解 しようとする立場である｡漁

村あるいは漁業の研究は,漁業経済学,法社

会学 (漁業権), 水産地理学, 民俗学など多

方面からのアプローチがあるが,人類学は漁

村の全体構造をテーマとする点で,独 自の領

域を研究すると共に,それらの基礎学的な役

割を果たすことが期待される｡本書では,そ

の副題が示すように漁民経済に的がしぼられ

ている｡家族などの問題は彼の妻によって別

途に取 り扱われているからである｡6) しかし

両書を合わせても,マレー村落社会の全体像

からは程遠い｡ これは対象となる社会が比較

6)Rosemary Firth, Housekeeping among
MalayPeasants,London,1943.(2nded.,
1966).
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的複雑なので短期間の調査でもって,現在の

人類学の要求するデータの撤密さと精確さと

を満たすことができないからであろう｡例え

ば,タイ領ではあるが,マレー人漁民からな

る村落のモノグラフ ThomasM.Fraser,Jr.,

RusembiZan:AMalayFishingVillagein

SouthernThailand (New York,1960) i

とってみよう｡Fraserは Firthの研究が,

｢完全なコミュニティ ･スタディ｣ではない

として, Fraser自身は全体的な社会-文化

組織を描 こうとしている｡調査期間も調査パ

ターンも, 夫婦で村に入ったとい う点 も,

Firth夫妻の調査と類似 しているoそれにも

かかわらず Fraserのほうは中途半端な形に

終わっているのは7), 的のしぼり方が不十分

であったと言えないだろうか｡全体像を描か

ずに,ある特定の現象を取 り扱っても ｢全体

性｣という視座は必ず しも失われないことは,

Firth の著書によってよく示されていると思

う ｡

Firth夫妻のマラヤでの調査は合計 3回行

なわれている｡第 1回は1939年から40年にか

けての約12カ月間である｡初版はこの調査の

成果であり,第 2版でもこの期問に得られた

コミュニティ ･スタディの結果はそのまま残

されて,手を加えられていない｡この12カ月

の調査は4段階に分けられる｡(1)最初の2

カ月はクランタン州, トレンガヌ州沿岸の一

般的サーベイ｡(2)次の 8カ月は集約的定着

調査｡(3)再び トレンガヌ州,パ- ン州沿岸

の主要漁港における漁船,綱,分配法等々の

調査に 1カ月｡(4)最後の 1カ月間は半島西

岸部の比較サーベイである｡夫婦で共同調査

7)『東南アジア研究』1巻 3号,pp.107-8,筆者
による同書の紹介参照｡なお,アジア･アフリ

カ文献 調査報告第51冊 (教育 7)(1964)で
RusembiZamをレビューした松永和人も,漁業
と農業との全体的経済構造,マーケットとして

の "Pattani"との関連, ボート集団の具体的
な提示等の欠如を指摘している｡
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をするのは調査対象ごとに分業で働き得 るの

で,とくにムス リム社会などでは有効である｡

(本吉 p.358)

第 2回は1947年に約 2週間ほど,1940年に

定着調査 した村を訪れている｡8) 第 3回は19

63年に約 6週間,同村で再調査をした｡ この

時は第 1回の対象母体の約半分を対象として,

同様な統計を得て,変化の実態を数量的に跡

づけており,単なる印象による記述ではない

点は評価されるべきである｡

第 2版は, したがって,時間的経過 (23年)

をおいた同地域の考察 という点で貴重である｡

その上に第 1版がそうであったように,第 2

版 もまた,マレー人漁村の生産,マーケテイン

グ,分配の詳 しい分析をした唯一のモノグラ

フであるという価値を持 っているoマレー人

村落社会を取 り扱 ったモノグラフは,Fraser

のほかに,Judith Djamour9),M.SwiftlO),

P.∫.Wilsonll),Tjao SoeiHock12), Syed

HusinAli13)などがあり,人類学的現地調査

をしたのは D.Lewis14),H.Strange,William

8)同年のマラヤ訪問 (約3カ月間)については,
RePortonSocialScienceResearchinMa-
laya,Singapore,1948として報告が出されて
いる｡

9)MalayKl-nshiZ)andMarriageinSingapore,
London,1959. アジア ･アフリカ文献調査報
告第32冊 (民族2)(柳瀬葉蘭,1964)参照｡
10)MalayPeasantSocietyinJeZebu,London,
1965. 『東南アジア研究』3巻5号, p.175,
坪内良博による紹介参照｡

ll)AMalayVitlageandMalaysia- Social
valuesandruraldez)eloPment,New Haven,
1967. 『東南アジア研究』5巻2号, p.198,
坪内艮博の紹介参照｡

12)InstitutionalBackgroundtoModern Eco-
nomllcand SocialDevelopmentinMalaya
- withsPecz●aZreferencetotheEastCoast,
KualaLumpur,1963.

13)SocialStratijicationinKambongBagan:
A Studyof Class,Status,Conjll'ctand
Mobl'lityinaRuralMalay Community,
Singapore,1964. 『東南アジア研究』3巻3
号,pp.203-204,坪内良博の紹介参照｡
14)"Inas,astudyoflocalhistory"が JMBI
RASに掲載の予定｡

評

Wilder15),AbdulKahar Bador,Manning

Nash,Rosemary Barnard,R.A.Jay,R

Downs16),などがある｡17)日本の研究者では,

口羽益生(竃谷大), 坪内良博(京大),堀井健

≡ (アジ研),景守鷺(大阪市大)などが最近調

査を行なっている｡たしかに Firthの言うよ

うに,彼の著書に匹敵する漁村のモノグラフ

は出ていないが,シンガポール大学,マラヤ

大学の経済学部学生の中には卒業論文のため

に漁村調査をするものもいる｡18) また政府機

関である FederalAgriculturalMarketing

Authorityでは最近 とくに魚のマーケティン

グに関心を増 している｡19)

本書の構成は11章 と付録から成 る｡ 3章か

ら10章までの主体となる部分は,1939年から

40年 にかけての クランタン州パテ ョッ (Ba-

chok)郡のプルポッ (Perupok)地区と仮称

する数部落の集まりの-郡 (世帯数331, 人

口1,301人を調査の対象とする) の 集約的調

査の結果であって,第 1版 も第2版 も変わら

15)`̀Islam,OtherFactorsandMalay Back-

wardness:CommentsonanArguement,"
ModernAsianStudies,Vol.II,Pt.2(1968),
pp.155-64.

16)A KelantaneseVillageofMalaya,inJ.H.
Steward(ed.), Conteml)Orary Changein
TraditionalSocieties,Vol.II.(1967),pp.
105-186.

17)EliseTugby,"TheDistributionofEtbnO-
logicalandAlliedFieldworkinSoutheast

Asia,1950-66,"CurrentAnthropology,Vo1.
9,No.2-3(1968);ManinSoutheastAsia,
No.4(1969),UniversityofQueensland.

18)T.H.Silcock(ed.),ReadingsinMalayan
Economics,Singapore,1961.参照｡
19)FAMA DeputyDirector,A.AzizYassin
氏からの講 (1968年)｡ なお FAMA の雑誌
ReuiewofAgriculturalEconomicsMalaysia
には,Low WanKin,̀ F̀ishMarketingin
MalaySia,"Vol.Ⅰ,No.1(1967),pp.28-33;
G.R.Elliston,"TheRoleoftheMiddlemen

intheFishingIndustryofWestMalaysia,"
Vol.Ⅰ,No.2(1967),pp.16-33.などの論文
がある.後者はとくに仲買人の分数を目指した

好論文である｡
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ない｡

Perupokは19世紀後半までは農主漁従 の

内陸集落 (海辺地方)であったが,1920年代

から1930年代にかけて漁主農従あるいは専漁

業の漁家が海岸部に浦方集落を形成したもの

である｡人口のほとんどはこの土地で生まれ

たマレー人から成る等質的な社会で,他出の

傾向も見られないという｡成人男子の約75%

が漁師,10%が魚商人である｡漁業そのもの

が交換経済的性格を有 しているため,必然的

に内陸後背地との交渉,海岸線沿いの交渉な

ど外部との経済的関係が常に存在する｡特に

注目されるのは女性の経済的地位が高 く,漁

具など-の投資に関しても大きな影響力を与

えるという｡(p.80,p.128,p.144)

Perupokでは8種類の漁法が行 なわれて

いるが,どの漁法を採るかば (1)季節風など

の自然的条件,(2)生産高と資金とによって

支配される経済的条件,(3)人の気持,親類,

友達関係などに左右される社会的条件,など

によって決定される｡

もっとも盛んに行なわれ るのは四 ツ張網

(pukattakur)で, 5隻の船が必要である｡

実射こせ餌を使って魚群を集めておき,魚群が

集まっていれば, 4隻の船は網を張って待ち,

他の 1隻はその親にせ餌を沈めて,今度は子

にせ餌を繰り出し魚をおびきよせて禍を上げ

る｡このにせ餌 を扱 う船 には juruselam

(もぐり師)と呼ばれる漁の熟練者が乗って

おり,魚群の種類や大きさの判定を水の中に

潜って音で判断し,全体の指揮をとる｡魚を

捕えると,こんどはこれを陸に運ぶ船が必要

になる｡これは魚商の船 (perahuperaih)と

呼ばれる｡

juruselam というのは, この網漁の中心

人物で,しばしば禍グループの主たる資本を

出資している｡彼が漁の計画,組織,漁の指

揮を行なう｡彼のグループに沢山人が集まる

かどうかは,彼の網の生産高によることが多
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い｡彼と船子との関係はリーダーシップの力

によって結ばれていて,一定の契約関係がな

いからである｡いっぽんに網グループの成員

は,中心となる船主とその親戚,親友,近隣

者などの中核を除いて,メンバーの出入りが

激しい｡また網グループに参加する船も,同

一シーズン中でも, 出ていったりする｡ (第■

4章,漁業活動の計画と組織)

船,網,漁具などに投下される資本は,漁

師一人あたり約55マラヤ ･ドルと計算されて

いる(p.132)｡船を所有している漁師は33%,

網を所有しているのは約60%である｡資本投

下の個人差,資金のやり繰 り,漁具製造およ

び維持費,綱製作の企業などに第 5章の残り

がついやされている｡

第6章は信用制度がどのように利用されて

いるかについて,利子のつかない貸借,金利

のつ く貸借,担保の用益権という形で利子を

払う借金などが記述されている｡

市場制度 (第7章)は,専業漁家にとって

はもっとも重要なことである｡仲買人は沖仲

買人と浜仲買人とにわけられ,沖仲買人は網

グループと一緒に出漁して,運搬船の役を果

たすわけである｡浜仲買人は,まずその人数

が過剰であり,出入りが激しく,兼業が多い

ことが特色である｡卸売仲買人の外に,魚行

商人 (てんびん棒, 自転車), 小魚商も水揚

げされた魚の売買に参加する｡

漁獲の分配方法 (第 8葦)は,いろいろな

要因があって複雑であるが,四ツ張網の場合

の原則は図のように歩合制であるoこれに役

付き代とでも言うべき特別配当が加わったり,

家庭消費のための配給をしたり,分配率が網

元によって変えられたりする｡網を持ってい

る juruselam は (にせ餌も彼の責任なので)

20-35%の配当を受け,運搬船主は約6%,

普通の船子は一人当り約2%の均分配当とい

うことである (p.246)0

第 9章は,市場値段から逆算された漁業平
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均純収入とその個人差が推計されている｡第

10章は約 1/3強の兼農漁家などの副収入をも

いれて漁家の生活水準全体を考察 している｡

1910年頃から40年までの30年間に貧富の差が

広がってきていて,階層分化が教育面などに

現われてきているとしている｡

この集約的調査のデータは, Firth 自身が

毎 日,漁に行 く (各漁法毎の)船の数,船子

の構成,水場高をたんねんに記録 していって

集められたものである｡ 6カ月間とはいえ,

これだけの記録を正確に集めるのは並大抵で

はない｡その上に,漁家経済を知るために,

222筆の水田の稲作生産高,64区画の 野菜生

産高,10世帯の家計などのサンプル調査と,

331全世帯の経済全般にわたるセンサス を も

行なっている｡これらのデータを使っての積

み上げ方式による逆算の仕方は,まことに着

実だと言わざるを得ない｡

以上が,本書の核をなし,かつ初版,改定

版を通 じて不変の部分である｡ 次に改定を加

えられた第11章および巻頭の2章について触

れておく｡

第11章は初版では ｢漁業の発展とマレー農

民｣と題されていたが,第 2版では ｢近代的

発展-23年後の再調査｣とされている｡1947

年には四ツ張網の分配方法が網元に有利なよ

うに変わる徴候はあったが (1/3から1/2-),

全体として技術的な変化もな く戦前とあまり

変わらなかったと言える｡

ところが1963年には,発動機と氷とが村人

の意思によって導入されて,生産,市場状況

をともに大きく変えて しまった｡機船漁業は

従来の四ツ張綱を衰退にやり,漁灯を使用す

る巾着網漁を盛んにした｡このため生活のサ

イクルがくるい (例えば昼漁から夜漁-の変

化), マーケテイングの方法も変わり, 従来

の浜仲買人に代わって大規模な資本家的魚商

人が出現 しだした｡そしてこれら企業者 (マ

レー人)と他の漁師との格差はますます拡大

することになる｡1940年には,装備に対する

経費は全収入の10%,資本 (鶴,柄)に対す

る還元は27%,労働報酬は60%であったのが,

1963年には,各々25%,30%,40%となって

いる (p.323)0

このようにマレー人コミュニティの内郡で

の階層分化が,企業家 (Orangkaya)と残り
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の村人との間でいっそう進行 していっている

と言う｡この地区では,中国人が直接漁業に

介入してきていないのもその促進原因の一つ

ではなかろうか｡

さて,本書の最初の章は,漁業経済とマレ

ー村落社会と題して,"peasant"の特質,あ

るいは漁民と農民との相違などを述べている｡

注目すべきは, ｢イスラームは例えば1940年

よりも1963年のほうが漁師の生活の中でより

顕らかで形式的な役割を果たしている｣ (p.

12)という指摘である｡この点は,1963年の

調査時其掴三,マレーシア独立後最初の総選挙

の前であり,その総選挙で全マレーシアイス

ラム党が勝ったというクランタン州の事情も

考慮されるべきであろう｡

漁師の収入は戦前と比べてみても,その経

済的な地位はゴム採液労務者と変わらない低

所得者層にある｡一方では鮮魚の需要などが

増し,漁師 1人あたりの生産高も増加 してい

るにもかかわらず生活水準が低いのは,生産

高における格差がいっそうひらいていて,低

い生産者は戦前とあまり変わらない生産性を

維持 していることと,また,たとえ生産性が

質量ともに向上 しているとしても,マーケテ

イング制度が魚商人に統制されている場合は,

魚商人による搾取が増加するだけのこともあ

るからであるとFirthは言う｡

第2章は,海岸線の長い トレンガヌ州と,

海岸線が短 く後背地の豊かなクランタン州の

漁業経済全般 (漁業人口,漁獲量,船,漁具,

資本,金融など)にわたる比較である｡船,

漁具の図解,漁揚技術の解説など,テクノロ

ジーの領域に入ることも詳 しく記述 している｡

人類学者の常として定着した村だけを抽出

してしまうことが多い｡この点 Firthは,村

落とより大きな国家とを結ぶ中間項として地

域全体の概要を述べていて,読者にとっては

まことにありがたい｡微視的な村落調査の結

果が,どの程度一般化しうるかを推察できる
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からである｡ しかし,村落調査と全然関連の

でてこない国家 レベルの統計などを継ぎ足し

ても意味がない｡(この悪例は前掲TjaoSoei

Hock,1963)｡ 少なくとも,村落を含む広域

の地域社会における調査村の位置づけが読者

にわかるようにしたいものである｡この点,

Firth の著書の第 1章と第2章は,一見重複

するような点もあるが,今後の調査報告の例

として有益である｡

もし読者がマレー人の村の中に沈潜 してい

くつもりでこの書物を手にすれば,非常に興

味ある本である｡随所にフィール ド･ノー ト

からの素材がもりこまれている｡実際の事例,

調査時の会話,調査上の困難などが,そのま

ま読者に提示されているわけである｡これは

逆に言えば,せっかちな読者にとってはまこ

とに読みづらいものであろう｡ともかく,根

気の良いデータ集めには,ただ頭を下げるし

かない｡調査期間が比較的短かったせいもあ

って, 調査のし残 しが目につ く｡ (例えば夫

妻問における財産の分布)｡ これも不明 の所

ははっきり不明と書いてあるから余計気にな

ったのかもしれない｡

decision一makingにおける要因を究明する

時に, ｢社会的｣要因に, しばしば心理学的

な要因が暗に含まれていることがある (前述,

漁法の選択条件参照)｡ 心理学的要因を ｢体

系的｣に分析の中に取 り入れるか,取 り除く

必要があると思う｡全体として,この書物は

基礎的な知識として蓄えられるべきで,これ

からが社会学的20),人類学的,経済学的な分

析の始まる点ではないかと思 う｡

(前田成文 ･東南ア研)

20)山間栄一 『漁村社会学の研究』1966｡河岡武春
｢マラヤ漁村にかんする覚書｣『アジア経済』
10巻5号 (1969年5月)pp.69-82参照｡
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本書は京都大学工学部の滝本教授 (本年 3月定年

退官)を中心とした東南アジア研究地学班の人たち

が,1964年から1967年にかけて,タイとマラヤの地

質と鉱床について行なった研究の成果をまとめたも

のであって, 今回センターから NaturalScience

SeriesN-3として刊行されたものである｡

本吉は下記の通り4茸に分かれ,第 3,第4茸は

それぞれ,さらに4部, 2郡に分かれている｡

Ⅰ タイおよびマラヤの地質 ･鉱床総説

滝本 清 ･鈴鹿恒茂

Ⅲ タイ中央平原における第四紀層露頭

高谷好一

Ⅲ 鉱産資源

1 タイ北部の蛍石鉱昧 滝本 活

2 マラヤの鉄鉱床 鈴鹿恒茂 ･港 種雄

3 マラヤの錫鉱石の研究

滝本 活 ･森山徐一郎

港 種堆 ･鈴鹿恒茂

4 マラヤの稀有金属鉱物

森山徐一郎 ･滝本 活

港 種雄

Ⅳ 物理探鉱 吉住永三郎 ･谷口敬一郎

入江恒爾

1 タイ ･マラヤにおける予察調査

2 マラヤにおける調査結果

次にこれらの内容を簡単に紹介しよう｡ Ⅰはタイ

とマラヤの地質と鉱床のあらましを述べたもので,

本書の序論をなすものである｡タイの鉱業は近年に

なるまで,半島部とカンチャナブリ地方,メホンソ

ン地方の錫 ･タングステン鉱床に限られていたが,

約10年前から中郡と北部で錫 ･タングステン･マン

ガン･アンチモン･鉛 ･鉄 ･奇石 ･右打 ･褐炭の鉱

沫が開発されている｡マラヤの最も重要な鉱珠が世

界一の砂錫鉱床であることはもちろんであるが,そ

れに次いで鉄鉱床がある｡

Ⅲは著者が東南アジア研究センターの助教授にな

る前に,1966年 8月から翌年 5月まで10カ月間,釈

究生としてタイに滞在 し,専念した野外研究の成果

を整理 したものである｡著者はさきに.その成果の

概要を,同じころバンコクにいたソ連のアレキセー

フ博士と連名で発表*したことがあるが, 今回の報

告は詳報であるとともに,前報での結論の一部を訂

正 している｡

タイの中央平原は南北の長さ 500km,東西の帖
100km におよぶO著者高谷好一博士は, 中央平原

の発達史を研究するために,中央平原を構成する沖

積第四紀層の露頭を迫って平原の全域にわたって克

明忠実な野外観察を遂行した｡観察した露頭の数は

数えきれないが,本書ではそのうち代表的なもの140

の露頭について,多数のスケッチ ･断面などを使っ

て克明な記載をしている｡

著者はこれらの記載に基づいて,中央平原の第四

紀層を下記の通りに区分する (新 しいほうから)｡

(1) 氾濫原堆積物 (おそらく有史時代のもの), (2)

第1層 (現河川ぞいにのみ存在するローム質の完新

世沖積層 ;わずかに風化して鉄結核ができている),

(3) 第2層 (粘土質の更新世沖精層 ;風化進み酸化

鉄の豆石大の結核ができている), (4) 第 3層 (罪

1,第2層と違って,河沿いだけでなく,分布広い ;

砂質沖杭層で,風化進み,ラテライ トの薄層で被わ

れる), (5) 第4層 (分布狭い ;風化進み,ラテラ

イト層に被われた砂質沖精層), (6) 硬 くて厚いラ

テライ ト層 (中央平原周縁の古期岩層からなる丘陵

上の準平原を被う;準平原には高位と低位の2種が

あり,低位のものを更新~且 高位のものをlf=:(':.新-更

新世としている), (7) 石灰質堆積物 (上部古生代,

ラトブリ石灰岩と密接に関係あり;上記の第 2層よ

り古い)｡ 第 1層から第4屈までは,平原辺縁部で

*M.N.AlekseevandY.Takaya,L'AnOutline
oftheUpperCerlOZOicDepositsintheChao
PhrayaBasin,CentralThailand," 『東南ア
ジア研究』第5巻第2号,1967.
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は順次に高くなる各自別個の段丘を作る｡そのうち

第4層は著者が今回つけ加えたもので,その段丘は

疑わしいという｡

Ⅲ-1はおもに著者が北タイの 山地にある 2大蛍

石鉱床, ドイタオ (チェンマイの南 130km)とバ

ンホン (チェンマイの南 82km)杏,それぞれ1960

年と1964年に調査し,帰ってから室内研究をした成

果を述べたものである｡ ドイタオは白雲母花園岩中

の気成一熱水裂醇充填鉱床で,バンホンは千枚岩質

坂岩と石灰岩中の熱水交代鉱床である｡室内研究に

はⅩ線粉末回折分析,X線蛍光分析,スペクトル分

析などが使われた｡なおタイの堂石鉱床は1959年頃

から急激に開発された｡

Ⅲ-2は著者らが 1964年に行なった現地調査とそ

のあとの室内研究の成果を述べたものであるが,お

もに調査したのは,ジョホール州のシンパンルンガ

ム,ジョラク,レンガの3鉱床とイポー付近のベラ

ク鉱床である.顕微鏡観察,化学分析,Ⅹ線粉末回

折分析,X線蛍光分析による精細な室内研究の結果

は丹念な野外観察の結果と相まって,これらの鉱床

には種々な相異はあっても,いずれも接触交代およ

び (または)熱水起源であることを示 している｡

Ⅲ-3は著者らが 1964-1966年 のあいだになした

現地調査で採集した錫鉱試料や某社から得た試料に

ついて行なった鉱物学的研究成果を主として述べた

ものである｡試料の産地はマラヤの主要産地を網羅

している｡Sn75%の精錫鉱をまずふるい分けてか

ら等磁力分離機で分離したものを光学顕微鏡,Ⅹ線

粉末回折,X線蛍光分析,スペクトル分析などによ

って精細に調べて,少数成分鉱物と含有微量元素を

明らかにした｡少数成分鉱物には-ットナイ ト?,

イルメナイト,モナザイ ト,タンタライ ト,ゼノタ

イム,ジルコンなどが,微量元素には Y,Zr,Nb,

La,Ce,Nd.Sm,Gd,Ta,Th,U などがある.

Ⅲ-4は, 1966年にマラヤの20カ所の錫選鉱場か

ら集めた amang(マラヤの言葉で,錫鉱石から重

力選鉱で錫精鉱を採った残りをいう)試料を磁力分

離機で分離し,X線粉末回折分析,Ⅹ線蛍光分析で

識別した鉱物と元素の種類を報告したものである｡

それらには産地の地質や選鉱場の設備によって大き

な違いがある｡

Ⅳ-1は, タイとマラヤで実施するに適する物理
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探鉱の方法を選ぶために著者らが1964年に試みた予

察について記述したものであって,30日におよぶ現

地調査の結果, 次の結論に達した｡ すなわち, (1)

東南アジアには鉄鉱が広 く分布すること,(2) 鉄鉱

は日本にとって重要な輸入鉱石であること,(3) 現

地の技術者が容易にできる方法であること,(4) 費

用が比較的安いこと,を理由として磁力探鉱を主に

することにした｡場所としてシンパンルンガム地区,

ジョラク地区,レンガ地区,ホースシュー地区 (い

ずれもマラヤ)が選ばれた｡

Ⅳ-2は上記の予察に基づいて翌1965年に著者吉

住教授らによって実施された磁力探鉱の報告である｡

シンパンルンガム地区で磁力探鉱が行なわれたのは

最初であったが,既知の鉱床の分布と磁力異常との

間に明らかな関係があることが証明された｡ジョラ

ク地区では,2個の既知鉱床の中間に3個の磁力異

常帯が発見された｡ホースシュー地区では,磁力異

常は弱いが,かなり大きな鉱床の存在が推定された｡

またこの調査でマラヤ北部の鉄鉱床地区の磁気異常

が南部のそれよりかなり弱いことが知られた｡

以上が本書の内容の概要である｡タイやマラヤの

地質鉱床について書いた論文や単行本は少ないとは

いえないであろう｡マラヤには古くから地質調査所

があって,地質鉱床に関する調査研究を行ない,そ

の成果を刊行してきた｡また第二次世界大戦の直前

から機運があったマラヤ,タイの古生界の層序 ･化

石の研究が戦後再開され,日本人研究者もそれに参

加して多 くの発見がなされ,それらの成果が論文 ･

単行本として発表されつつある｡ しかしながらタイ,

マラヤの鉱床について,新 しい方法 ･設備を使って

広範囲に調査研究をした例は,本書で発表されたも

のを除いては少ないと思われる｡また高谷博士によ

るタイ中央平原の第四紀層の研究は他に類のないユ

ニークなものである｡これらの新 しい貴重な研究成

果を内容とする本書が内外の東南アジア地質鉱床研

究者に欠かせない指針となることは間違いない｡本

書の刊行を東南アジアの研究と開発のために祝した

い. (松下進 ･京大名誉教授)
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Atsushi Kobata and Mitsugu
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AnnotatedTranslationofDocuments
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(plates)

14世紀未から16世紀初めにかけては琉球船の諸国

-の通交貿易が極めて活発に展開せられ,琉球が日

本 ･朝鮮 ･中国と東南アジア諸国との間の物質交流

の中継国となって非常に繁栄した時期であった.本

書はこの時期の琉球と朝鮮および東南アジア8カ国

とのそれぞれの関係史について概述するとともに,

この問題の研究のための根本史料である歴代宝実車

の関係文書の大部分を全文英訳して提示し,かつそ

れに詳細な注を付 したものである｡

著者小葉田淳博士 (京大名誉教授,本年3月退官)

は戦前台北帝国大学 (現中華民国国立台湾大学)に

在職中から琉球の外交史に大きな関心をもち,早 く

『中世南島通交貿易史の研究』(1939)を著わすとと

もに,戦前,沖縄県立図書館に蔵された歴代宝案の

原抄本の写本作成にも尽力した｡ この写本が現在の

国立台湾大学所蔵本歴代宝案である｡博士は1962年,

そのマイクロフィルムを所蔵する-ワイ大学東西文

化センターに招かれ,歴代宝案の研究に従うことに

なったが,その際,計画 ･着手されたのが本書刊行

事業であった｡本書の原稿は小葉田博士がまず全体

の日本文原稿をつ くり,それを琉球大学講師の日系

米人松田責氏が英訳して数年前完成されたが,この

度小葉田博士の手によりようやく刊行されるに至っ

たのである｡

本書の本文は (1)琉球 ･朝鮮関係, (2)琉球 ･シ

ャム関係, (3)琉球 ･マラッカ関係, (4)琉球 ･パ

レンバン関係, (5)琉球 ･ジャワ関係, (6)琉球 ･

スマ トラ関係, (7)琉球 ･スンダ=カラバ関鼠 (8)

琉球 ･パタニ関係, (9)琉球 ･安南関係の9g摘 らゝ

成り,各節には最初に数ペ-ジの概説があり,宝案

文書の英訳文と注がこれにつづ く体裁がとられてい

る｡各節に載せられた英訳文書の数は(1)18,(2)37,

(3)19,(4)10, (5)6, (6)3,(7)2, (8)1,(9)1,計97

で,関係文書総数127の約2/3に当たり,他はほとん

ど同文などのため省略されたのであるが,それらの

原文は本書末尾の写貢版によって見ることができる｡

宝案文書の訳出に当たり,著者が最も苦心 したのは

物産名であり,その難解なものについては,古今の

諸文献を比較検討するほか,産地の現在の物産を調

べ,産地の人に問うなどしてようやくにして推定を

下 したというOそれらのうち蕎夜露水 ･香花紅酒 ･

上水花布 ･密林檎香白酒 ･好三連打布 ･別布好噴 ･

山南八好唱 ･喋邸哩など8種の南方物産については

｢付録｣として詳細な研究を掲げた｡

最後に本吉の価値を一段高めたものとして末尾に

付加された153ページに達する関係文書全部を収め

る宝案の写真版をあげjaはならない.これによって

読者は文書の英訳文を原文と対照させて研究 しうる

ばかりでなく,本書を通じて原文書そのものの利用

をも可能にしたといえる｡本書は標題のいかんにか

かわらず,大部分が東南アジア関係の記事によって

占められ,かつ訳出掲載された文書は同時代の東南

アジア史料の欠を補う責重なものであり,この意味

において本書は東南アジア史研究者にとって必見の

書と言えるであろう｡

(藤原利一郎 .京都女子大学)

〓〓〓〓〓〓〓二≡l≡〓〓〓〓≡
l≡
≡-

KlausWenk.Therestoration〆

ThailandunderRamaI,1782-1809.

Tuscon:TheUniversityofArizona

Press,1968.xi+149pp.

本書は,現ラタナコ-シン王朝の創始者であるプ

ラブックヨー トファ王, ラーマ I世の時代史である｡

題名の ｢タイ国の再興｣は,著者が,同王の治世を,

1767年にタイの被ったビルマ侵略軍による徹底的破

壊からの復興の時代としてとらえたこ とに よ る｡

｢王国の一時的破壊は外因によってもたらされ た事

件であった｡もちろんそれは大変災ではあった｡に

もかかわらず,それはタイ国史の一時代を区切るほ

どの大変災とは言えない･-｡国内政治の復興,失わ

れた旧版図の回復などの事業は,アユタヤ時代の内
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政 ･外交の枠組を変えることなしに遂行され た｡｣

(p.122)バンコク時代と呼ばれるタイ国史上の新し

い時代は,かくして,｢明確な断絶ないしは変移の一

線を画することなく｣(loc.°it.)開始されたのであ

る｡著者 Wenk は, Ⅰ世王の登位をもって,いわ

ゆる "newSiam"が始まるとする通説をしりぞげ,

"inaverylleSitantway〃 という留保をつけつ

つも,モンクット王の治世をもって近代タイ国の開

始の時期としている｡

本書はその前半において国内諸制度の復興につき

のべ,後半はもっぱら旧領土の回復戦役を含む対外

関係の記述にあてられているが,史料の関係もあっ

てか,力点は後者におかれているように思われる｡

前者のテーマについては,つとにタ一二親王のモノ

グラフ 〃ThereconstructionofRamaIofthe

ChakriDynasty,"JSSXLIII:1(1955)が発表

されているが, 本書の記述は, ｢バクルン年代記｣

｢ナコンシータマラー ト史料｣などによる,地方行

政組織の叙述があるほかは新味に乏しい｡今後 ｢三

印法典｣などの根本史料を利用しての,さらに精撤

な研究の出現がまたれる｡

対外関係は,本書の中心部分をなすもので,主と

してタイ語およびラーオ語史料によって,ビルマ戦

役とその終結,ラーオ諸国,マラヤ土侯国およびカ

ンボジア征服の過程があとずけられている｡安南お

よび西欧諸国との交渉史は簡潔な記述にとどまる｡

1957年に WalterVellaがタイ語文献を駆 使 し

てラーマIII世王時代史 Siam underRamaII/,

1824-1851.(NewYork,1957)を発表して以来,

ラタナコ-シン史に対する関心はとみに高まり,今

日までに,Ⅳ世王年代記の全訳CbadinFlood(tr.)

TheDynasticChroniclesBangkokEra,The

FourthReign.4γols.Tokyo,1965-,V世王に

かんするタイ語文献を訳編した Prachoom Chom-

chai,ChuZalongkorntheGreat.Tokyo,1965.

など,タイ語史料による研究が次々と刊行された｡

今回 Wenkの労作が世に出たことによって,ラタ

ナコ-シン王朝の最初の5王の研究が,Ⅲ世王をの

ぞき,ことごとく英語で利用可能の状態となったこ

とを喜びたい｡

(石井米堆 ･東南ア研)

106

HtHIHllIIIJHHJHMHJIHIHHlllIJJt

7巻 1号

NationalFamilyPlanningBoard,

Malaysia.ReportontheWestMalay-

sian Family Survey,1966-1967.

KualaLumpur,n.d.xliv+534pp.

≡〓〓〓〓〓〓〓〓こ〓〓〓〓〓〓〓〓〓li

開発途上国の人口増加はきわめて著しく,それぞ

れ深刻な人口問題を生み出している｡マレーシアも

例外ではなく,約3%に及ぶ増加率が記録 されて

いる｡このような事態を背景に,この国の主要部

WestMalaysia(マレー半島部)における出生力の

動向をさぐるために,WestMalaysianFamily

Surveyが行なわれた｡ この調査はマ レーシアの

NationalFamily Planning Board とミシガン

大学の PopulationStudiesCenterとが協力して,

1966年末から1967年はじめにかけて実施した｡

報告書は四つの章および Appendixからなる｡第

1章から第3革までは調査方法の解説および調査結

果の要約にあてられ,第4章では345ページを費やし

てほう大な量の集計表が示されている｡Appendix

A には WestMalaysia全域を対象として,各質

問に対する解答の実数が示され,AppendixB に

は調査に用いられた質問票が, AppendixC には

調査員に対するインス トラクション,AppendixD

にはコーディングに関する説明がおさめられているO

この調査の対象は15-45才の既婚女性で,サンプ

ル数は5,457である｡サンプリングおよび集計の主

な関心は,大都市,町,村落という三つのグループ

における差異にむけられている｡この国における生

活状態を規定しているもう一つの重要な要素である

民族による差異が,政治的な理由からか,あるいは

調査企画者の不注意からか,十分に扱われていない

ことは,調査の価値をやや低めているといわざるを

得ない｡ 質問票は300以上の質問項目を含み,非常

に意欲的なものであるが,この種の調査としてはや

や欲張りすぎたきらいがないでもない｡とはいえ,

この報告書は,この種のデータに乏しい開発途上国

の出生に関する現状および態度を知るためきわめて

重妻な資料といえよう｡

(坪内艮博 ･東南ア研)
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PaulLewis.Akha-English Dic -

tionary.DataPaperNo.70,Ithaca:

SoutheastAsia Program,°ept.of

Asian Studies, CornellUniversity,

1968.xxiv+363pp.
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≡
≡
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東南アジア (特にタイ国北部)における少数民族

言語は俗に ｢未調査言語｣と呼ばれてきたほど,質

料のとほしいものであったが,先に紹介したヤオ語

の辞書にすぐ引き続きこのアカ語の辞書が出版され

たことを見ると,これらの言語ももはや ｢未調査｣

の言語ではなくなりつつあると言わねばならないだ

ろう｡著者は1949年から66年まで ビルマのチェン

トゥンのパンワイ (Pawe)で宣教師をしてお り,

その間に集めた資料を辞書にしたものである｡さす

がに長年月を費やしただけあって,見出しの数だけ

で7100,複合語その他の類を差し引いても4000語く

らいを含む,誠に立派な辞書である｡本書のアカ語

は "Jeu〉g'oe〉Dialect"(/ja苫¢/)であり,私 の
調査した北部タイのアカ語と比較してみると,初頭

子音に関しては,Saenchal村の Amya氏その他

により代表されるタイプのアカ語にもっとも近く,

ほとんど相異点は見られない｡中核母音,末尾子音

においては, わずかな違いが見られるだけで, 大

差はない｡ ただ, 本書に述べられている母音音素

<oi> /ti/は, 私の調査 したいずれのタイプにも

見出されなか った｡ また, <ui> /'1'/と <eu>

/a/との対立は本書に示されているほど明確ではな

く,不安定である｡ビルマにおけるアカ語ではある

が,そのまま北部タイでも通用することには疑問の

余地がないだろうQ声音も目立った相異はない｡

本文の他に, "Introduction" と "Appendix"

があり, 後者は命名法, 儀式名, 時間 (目名, 月

名など) の説明であり, 前者 は HPhonology"と

"Grammar"の概略であ る｡ "Phonology"は同

じ著者の論文 "AkhaPhonology,"Anthropolo -

gicalLinguistics,Vol.10,No.2(1968)と同じ

である｡ 氏の記述の特色 としては, 母音音素 に

"Laryngealized"と "Oral"の2系列を認めてい

ること,および [5]を /〇g/と解さずに/早/<Qh>

と言う独立した一つの母音音素とみなしていること

があげられよう｡前の点については,母音に2系列

を止てるよりも, "Laryngealization"を声調類

<二,-> に伴う自動的特徴とみなすほうがよいと

私は考えるのであるが,後の点については,方言の

相異自体に原因するとも考えられるので,本書の通

り/9/<cLh>としておいても良いだろう｡"Gram一

mar"は造語法 ("WordFormation")の説明で

あり,短い簡単なものであるが,アカ語の特徴を非

常によく捉えていると思うOまた本文においては,

見出し三吉とその他の要素との結合形があげ られて

いる場合には,結合形の訳言吾は与えられていない.

例えば,<g'0人一eu> ≪toreturn≫ の項には,他

の要素との結合形として,<g'0人IG〉-eu,g'0人le-

eu,g'o〈le〉-eu,g'o〈i〉-eu>≪(下方から上方へ)

帰って来る,(上方から下方-)帰って来る,(下方

から上方-) 帰って行く, (上方から下方-)帰っ

て行く≫が挙げられているが,この項にはこれらの

訳語は付されていないのである｡これは一見不親切

なようだが, 使用者 は それぞれ <lq〉-eu,le-eu,

le〉-eu,i〉一eu> の項を探したのちに, 自分で二つ

の要素を総合して意味を理解することになるから,

なり,より親切な方法と言えるのである｡

本書の表記法は,ビルマにおける宣教師により用

いられてきた,ローマ字によるそれであるが,音素

体系と規則的に対応し,かぶせ音素の表記がないこ

とを除けば,ほとんど音素表記そのものと言ってい

いほどであるから,言語そのものを研究する人にと

っても,またアカ語を用いて他の分野の仕事をす

る人にとっても,非常にありがたい価値ある書物な

のであるO本書の表記法を Ma〈Kû nehbô eu

gui〉Zah〉daw〉,TheBritishandForeignBible

Society,Rangoon(1955)のそれとくらべ ると,

前者における <py,by,my> が後者では <pl,

bl,ml> となっている点以外 には違いはない｡ こ

れは両者の対象とする方言の相異に起因する可能性

があり,興味深い点である｡

アカ語の最も面白い特徴は造語法 (形態論)にあ

ると思われるが,その点本書は余すところなく記述

しており,非常にすぐれた本で,この分野の研究者

にとって欠かすことができないものと言えよう｡例

えば, <Q〉 ZCt̂Shi〉-eu> ≪豚が死ぬ≫ とい う

107



東南アジア研究

ような文を記録するのはたいして困難ではないが,

同じ意味でも,<cL〉 Zâ ZCL̂ Shi〉shi〉-eu> ≪豚

が豚の死を死ぬ≫といったような例を記録するのは

なみたいていのことではないのである｡

本書およびその他のタイプのアカ語については,

後により詳しく述べるであろう｡

(桂 満希郎)

PisanuIntrakomhaeng.Thaifor

Foreigners.Bangkok,1968. (個人出

版)iv+327pp.

〓≡〓〓〓〓〓≡〓〓〓〓〓≡

タイ語の優れた入門書に対する要望が高まりつつ

ある折から本書が出版されたことは,また一つの喜

びとせねばならないo まず本書の構成を見 ると,

`̀Phonology'‥̀MorpllOlogy'‥̀KeytotheTones"

の項目の下にそれぞれ概略的な説明がなされ,つい

で34課から成る本文であ るが, 第16課 の後には

`̀Syntax",第34課の後には "Orthography"の説

明があり, これだけが "PartI"となっている｡

"PartII" は合計33課あり, すべて絵を使っての

`̀PatternDrills"である｡"Phonology"ほ根本的

には Haas のそれと変わりないが,異な る点 は

Haasの /j,y,ua,ia,yaノがそれぞれ /y,i,

ua,i∂,主∂/ と表記されていることのみである｡例

えば /rS/≪(疑問)≫, /khan/≪彼≫ などのよ
うに,文字にとらわれずに,実際に話されている通

りを表記している点は非常にすぐれているが,その

反面,音素と文字との混同が見られるのは解せない｡

例えば <bhala> は/pllOn/であるが,文字にと

らわれて /phol/と表記するなどである｡それなら

ば <kaara> は/kaan/ではなく/kaar/としな

ければならなくなるではないか｡"Morphology"ほ

どく簡単で,"Pre丘Xes,InfiⅩes,Su氏Xes"があげ

られているだけである｡後2者については問題ない

として,"Pre丘Ⅹes"において,/fak,1auk,kaan,

khwaam/が /pra-～pa-,kra一一ka-/などと同

列に扱われていることは,大いに疑問を感ずる｡声

調は本書の説明で充分であるが,実際に教室で使用

するとなると,別に練習用のシー トを使って補足し
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なければならないだろう｡第 1課一第34課は "Dia-

logue"`̀Notes""PatternDrills" から成るが,

量は他の本にくらべて少なく,教室で使用 した場合

は2時間で終了すべきである｡"PartI""PartII"

を合わせて67課あるから, 1週に10時間 (1日2時

間で5日)とすると,だいたい14週間 (3カ月半)

で本書を仕上げることができる｡内容から見て,日

常の用を足すに不自由しない程度の基礎的な文 しか

出てこないから,本書にこれ以上の時間をかけるの

は適当ではないが,短期間にタイ語の基礎的な語柔

と構文とをのみこむには向いているであろう｡本書

の構文はすべて, Transformational(-Genera一

tive)Grammarにもとづいたもので,少ないスペ

ース内に,かなり能率よく必要な構文や造語法を網

羅 しているが,初心者あるいは言語学の予備知識の

ない人達にとっては,変形文法の用語や等式の類を

あまりにも強 く打ち出しすぎており,むしろ奇異な

感をいだかせるかもしれない｡"SyntaxMはすべて

上記変形文法により説明され,英語と対照されてい

て,よく出来ていると思うのであるが,変形文法を

心得た教師により説明されなければ,本書の価値を

充分に利用することができないであろう｡欠点とし

ては,(1)語乗がかなり高度なものを含むにもかかわ

らず,構文はあまり程度の高いものではないこと,

(2)ミスプリントの多いこと,(3)1冊にあまりいろい

ろなことを押 し込みすぎたこと,(4)各課の量が不つ

りあいであることなどがあげられよう｡他の本であ

る程度習ってきた人が,知識なり理解なりをさらに

確かなものとし,タイ語の文法を把握するために,

本書を課外用に使用するほうが適当であろう｡次に,

タイ語を実用的に学習しようとする人以外に,言語

学的にタイ語の文法構造を記述しようとする人にと

っても本書は役に立つと同時に,興味を引くものと

なっている｡変形文法の立場から,タイ語を分析し

た本はほとんどないと言っていいほどであるが,本

書に示されたP(九rase)S(tructure)Rulesおよび

T (ransformation)Rulesを詳細に検討すること

により,著者のタイ語に対する記述方法をかなり知

ることができる｡なお,"ThaiforForeigners"は

｢ThaiforForeignerswhosemothertongue

isEnglish｣の意であることをつけ加えておく｡

(桂 満希郎)
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Chinnawoot Soonthornsima. A

MacroeconomicModelforEconomic

DevelopmentofThailand.Bangkok:

ThammasatUniv.Press, 1964.viii

+155pp.
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本書は,1963年にミシガン大学-提出された博士

論文であり,タイ国経済に関するマクロエコノメト

リックモデルを構築し,それを開発政策に応用する

ことをその目的としている｡実行性のある経済開発

計画を立案するためには,経済諸変数間の相互依存

関係が詳細に分析されていなければならず,そのた

めの一つの方法として,経済開発計画に適した数量

的マクロモデルを作ることが考えられるであろう｡

本書は,タイ国経済に関してそのようなアプローチ

を試みた最初のものであり,当時進行中であった第

一次開発計画 (1961-66)が,質的分析,直観,そ

して時には全 くの推測に基づいていることを批判し

て,より厳密な数量的な取り扱いが可能であること

を示唆しようとするものである｡

本書の構成を簡単に述べておくと,まず第 1章の

イントロダクションで,研究の一般的背景,研究の

目的 ･見通し,データ源等に言及し,第2章で非経

済的背景を地理的, 歴史的, 政治的, 社会的観点

から叙述する｡第3章では,一般的な経済条件とし

て,タイ国経済が自由企業経済であることを強調し

て後,農業,工業,財政,金敵 外国貿易,経済開

発の諸項目を検討する｡さらにそれまでの議論をふ

まえた上で,第4章においてマクロエコノメ トリッ

クモデルを構築し,第5章でその応用,すなわち,

財政政策,金融政策,短期経済開発,長期計画のそ

れぞれに対するモデルの応用を示す｡第6章で質的

政策と量的政策の関連を略述した後,第7章で全体

的な評価を加えている｡

本書の構成は以上のようなものであるが,その主

目的がモデルビルディングとその開発政第-の応用

にあるので,この2点について少し詳しく述べてお

くことが必要であろう｡モデルの特徴としては,開

発計画の検討を目的としているために,外国貿易,

外国からの借款および援助を陽表的に含んでいるこ

と,政府部門と民間部門が明確に分けられているこ

とをあげることができる｡モデルは支出面を中心と

して, 貨幣供給函数,生産函数を含む19の方程式

(定義式も含む)よりなる部分的な同時方程式体系

をなしており,生産函数が実質表示であることを例

外として,残りはすべて名目表示の関係式であって,

実質 GDP(国内総生産)と名目 GDPとは物価水

準でリンクされている｡また,生産函数がラグを伴

った定式化であるため逐次決定型の体系となってい

る｡データ ･スパンは1952-60の9年間で,決して

大標本と言えないが故に,通常の最小二乗法が推定

法として採用されている｡輸出函数を トレンドだけ

で説明するというような強引な所もあるが,概して

説明力は良好であるように思われる｡このようにし

て推定されたモデルに基づく開発計画の検討は以下

のごとくである｡まず,人口成長率が3%でありか

つ1人当り実質消費が前期より小さくほならないと

いう制約の下で,実質 GDPの成長率を6%にする

という目標を達成するためには,短期数量的経済政

策がいかにあるべきか,すなわち,政策変数 (外国

からの借款,政府の中央紀行からの借入れ,政府税

収入)の可能な値の範囲はどうかの問題についての

解が与えられる｡さらに,構造変化なしとの非常に

厳 しい単純化の仮定の下で,タイ国経折の成長モデ

ルが導出され,長さ弥汁画における政策変数決定の可

能性が示されるのである｡

最終的な結論として著者は,統計資料の制約にも

かかわらず,計画に役立つマクロモデルの構築が可

能であること,本書が開発政策決定の際のモデルの

利用法を例示しえたこと,さらに進んだ数量的研究

の基礎として本書が役に立つであろうこと,等の評

価をあげている｡このように,本書が,タイ匡†経済

に関するモデル分析の一つの例であり,データの整

備とともにさらに改善され補完される必要のあるも

のであることは確かなのだが,それにもかかわらず,

アイディアに富んだ内容は,タイにおける先駆的試

みであるという事実と相伴って,本書を誠に興妹深

いものにしているOまた,著者があまりにも質的直

観的すぎると批判した開発計画が成功であったとい

う事実も,決して数量的分析の重要性を減じさせる

ものでないことは強調されてよいであろう｡

(江崎光男 ･東南ア研)
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福地崇生 『インドネシア経済 の計量

経済学的分析』 アジア経済研究所,

1966.iv+398pp.

本書は,現状で利用可能な微視的 ･巨視的資料を

統括使用する総合的なェコノメ トリックモデルを作

成 して,1950年代のインドネシア経済の変動の説明

と,1970年までにいたる種々の条件につき予測を行

なうことを目的としたもので,日本,インド,フィ

リピンと続いた一連のアジア諸国経済研究の一環を

なすものである｡

著者は,インドネシア経済の特質として,(1) イ

ンフレーション,(2) 製造業における低操業率,(3)

供給天井型経済,(4) 輸出の停滞およびそれに付随

する外貨問題,(5) 資本不足,(6) 低所得水準の諸

点をあげ,これらの要素を考慮に入れたモデルビル

ディングを試みている｡ その際, ｢拡大法｣と称さ

れる特殊な手法が採用されていることは,本書の著

しい特色である｡ ｢拡大法｣ とは総合モデルを作成

する場合,まず小規模のプロトタイプモデルから出

発し,しだいに大規模なマクロモデル- ｢拡大｣発

展させ,最後に総合モデルに至らしめるやり方をさ

している｡まず戦略モデル (プロトタイプモデル)

を作成し,それを足がかりにして総合モデルに取り

組む手法は,一般に広 く知られた方法であるが,こ

れはその特殊なかたちのものと考えてよいであろう｡

本書では,総合モデルに至るまでに,二段階すな

わち2個のプロトタイプモデルが考慮されている｡

第 1のモデル (マクロモデル Ⅰ)は,内生変数13個

の小規模なもので,二段階最小二乗法に基づいて推

定されている｡デフレーターが内生化されているこ

と,民間消費が定義式から求められていること,軍

事費が政府支出から独立させられていること等に特

色が認められるようである｡第2のモデル (マクロ

モデルⅢ)は,マクロモデル Ⅰの生産函数,投資函

敬,輸出函数,輸入函数,政府収入函数のそれぞれ

を細分化し,国際収支バランスの定義式を補充した

ものである｡モデルは逐次決定型になるように工夫

されており (その理由づけは正確でない), 推定法

として逐次最小二乗法が採用されている｡

総合モデルは, 1個のマクロモデルと3個のサブ
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モデル (ミクロモデル,輸出モデル,輸入モデル)

よりなり,例えば,各サブモデルの値を積み上げれ

ば,マクロモデルの対応する変数の値になるという

ふうに,これら4個のモデルは相互に関係づけられ

ているのである｡モデルの推定は逐次最小二乗法に

基づいている｡

この総合モデルに基づいた1960-70年の予iRrJによ

れば,GDPの年平均成長率は2.96% (ただし,人

口成長率は2.02%と想定されている), 輸出入はほ

ぼ横ばい (ただし,輸出における鉱産物からその他

商品-の重点の移行は認められる), 赤字財政 によ

るインフレの進行,外貨準備をプラスに保つために

は外国からの援助を毎年はぼ6千万 ドルと想定せね

ばならないこと,等の結果が得られている｡このよ

うに,本書によって提示された1960年代のインドネ

シア経済はかなり悲観的な様相を帯びているのであ

るが,その原因として,著者は,インドネシア経済

における前述した6項目のネガティブな特質が相互

に影響 しあって一つの悪循環を形成 し,それが経済

成長の最大の障害となっている事実を指摘している｡

(この悲観的予測は, 1960年代前半 の実績に近く,

むしろ楽観的であったといえるくらいである｡)

以上が本書の概要である｡少々冗長であると感じ

られる部分がなきにLもあらずなのだが,最終的な

総合モデル-と-歩一歩着実に拡大発展してゆくモ

デルビルディングのプロセスを手に取るように見る

ことが出来ると同時に,低開発国経済に関する計量

経済学的分析の示唆に富んだ一つの例を見ることが

出来るであろう｡最後に,本書マクロモデルⅢにお

けるモデルの安定性テス トの議論が,軍事支出の経

済効果の分析にも応用されていることを指摘してお

こう｡(T.Fukuchi,"PoliticalTensionversus

EconomicGrowth-theCaseoflndonesia-,"

JaPan'sFutureinSoutheastAsia,Simposium

Series II,TheCenterforSoutheastAsian

Studies,KyotoUniv.1966)

(江崎光男 ･束南ア研)
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